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『東醫寶鑑』は、1613年に許浚（ホ・ジュン）により刊行された朝鮮の医書。
各病名の下に基本学理から臨床にいたるまで、実用性を重んじ、

簡単に手に入る薬材で病気になる前に治療する「養生」に基づいた朝鮮医学の集大成。
2009年、世界記録遺産に登録。


